
平
家
物
語

に
お
け
る
叡
山
仏
教

渡

辺

守

順

一

序

平
家
物

語
の
研
究
は
た
い
へ
ん
盛
ん
で
、
永
井
義
憲
著

『
日
本
仏
教

文
学
研
究
』
の

「
日
本
仏
教
文
学
関
係
論
文
目
録
抄
」
な
ど
に
よ
る
と

平
家
物
語

の
仏
教
性
に

つ
い
て
多
く
の
論
稿
が
あ
る
。
そ
し
て
、
永
井

義
憲
氏
の

「
平
家
物
語
と
観
音
信
仰
」
、
山
田
昭
全
氏

の

「
平
家
物
語

と
比
叡
山
」
な
ど
の
発
表
が
あ
つ
て
、
す
で
に
平
家
物
語
に
濃
厚
な
叡

山
仏
教
の
浸
透
が
明
ら
か
で
あ
る
。
平
家
物
語
の
作
者
が
叡
山
関
係
者

で
あ
る
こ
と
も
は
つ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
も
は
や
平
家
物
語
に
お
け

る
叡
山
仏
教
の
究
明
の
余
地
は
な
い
か
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
具
体

的
に
叡
山

の
風
土
や
人
物
が
ど
の
よ
う
な
形
で
で
て
い
る
か
を
明
ら
か

に
し
た
も

の
が
な
い
の
で
、
改
め
て
考
察
し
た
。

『今
昔
物
語
』
が

一
七
%
、

「宇
治
拾
遺
物
語
」
が
三

一
%
、
『
古
今

著
聞
集
』

が
二
〇
%
、
『
沙
石
集
』
が
三
〇
%
、
『太
平
記
』
が
五
〇
%

と
い
つ
た
よ
う
に
、
各
作
品
の
巻
次
ご
と
に
ど
の
程
度

の
比
叡
山
性
が

含
ま
れ
て
い
る
か
を
調

べ
る
と
、
平
家
物
語
は
三
八
%
で
、
各
巻
の
実

態
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
の
(
)

内
は
各
巻
の
叡
山
関
係
説
話
数
。

巻

一
-
一
六
(七
)

巻
二
-

一
七
(九
)

巻
三
-

一
九

(
一
○
)

巻

四
-

一
六

(
一
一
)
,巻
五
-

一
四

(四
)

巻
六
-

一
二

(七
)

巻
七

一
九

(七
)

巻
八
-

一
一
(四
)

巻
九
-

一
九

(
一
)
巻

一
〇
-

一
五

(三
)

巻

一
一
-
一
八

(
一
)
巻

一
二
-

九

(五
)

灌
頂
巻
-

四

(四
)

計

一
八
九

(七
三
)

右
の
う
ち
、
巻
三
、
巻
四
が
史
料
の
引
用
が
多

い
せ
い
で
、
密
度
が

濃
く
、
や
や
文
学
性
に
乏
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
灌
頂
の
巻
は
文
学
性

も
仏
教
性
も
と
も
に
濃
く
、
文
学
と
仏
教
と
の
昇
華
し
た
美
し
さ
を
示

し
て
い
る
。
巻
八
か
ら
巻

一
一
へ
の
内
容
に
叡
山
性
が
き
わ
め
て
薄
く

な
つ
て
行
く
と
こ
ろ
を
検
討
す
る
と
、
天
台
教
学

か
ら
浄
土
教

へ
の
移

行
に
深
い
関
係
が
あ
る
。

二

平
家
物
語
に
現
わ
れ
た
叡
山

平
家
物
語
の
諸
本
は
い
ろ
い
ろ
あ
つ
て
ど
れ
を
と
り
あ
げ
る
か
に
よ

つ
て
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本

平
家
物
語
に
お
け

る
叡
山
仏
教

(
渡

辺
)
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平
家
物
語
に
お
け
る
叡
山
仏
教

(
渡

辺
)
 

二
四
八

に
よ
つ
て
、
概
況
を
把
握
し
た
い
。

一
舞
台

平
家
物
語
に
で
て
く
る
地
名

の
中
か
ら
比
叡
山
関
係

の
も

の
を
巻

一
か
ら
順
に
摘
記
す
る
。

巻

一
(延
暦
寺

園
城
寺

山
門

西
坂
本

比
叡
山

東
坂
本

七
社

H
山
王

当
山

山

根
本
中
堂

八
王
子

日
吉

三
塔

赤
山

大
宮

二
宮

講
堂

中
堂
)

巻
二

(天
王
子

山
門

御
拝
堂
11
根
本
中
堂

中
堂
宝
蔵

青
蓮
院

粟
田
口

文
殊
楼

四
明

七
社

叡
岳

満

山

我
山

山

両
所
三
王

西
塔

東
坂

大
講
堂

山
王

園
城

東
塔
南
谷

雲
林
院

山
門
領

三
井
寺

金
剛
寺
院

東
陽
坊
11
西
塔

三
ケ
荘
11
坂
本

さ
う
井
坂

天
台
山
)

巻
三

(三
井
寺

仁
和
寺

山
門

比
叡
山

霊
山

法
勝
寺

日
吉
山
王
)

巻
四

(
日
吉
社

我
山

山
門

三
井
寺

如
意
山

北
嶺

園
城
寺

延
暦
寺

当
山

円
満
院

成
喜
院
11
律
成
房

法
輪
院

平
等
院

金
光
院

証
南
院

五
智
院

仁
和
寺

本
覚
院

真
如
院

花
園
院

普
賢
堂

大
宝
院

清
滝
院

本
坊

大
講
堂

鐘
楼

経
蔵

灌
頂
堂

護
法
善
神
の
社
壇

新
熊
野
の
御
宝
殿
)

巻
五

(北
嶺

日
吉

園
城
寺

三
井
寺
)

巻
六

(比
叡
山

千
手
井
11
山
王
院

日
吉
社

叡
山

新
比
叡

山
門

北
嶺
)

巻
七

(園
城
寺

山
門

本
社
末
社

叡
岳

延
暦
寺

叡

山

山
王
七
社

東
坂
本

天
台
山

仁
和
寺
)

巻
八

(山
門

鞍
馬

寺

薬
王
坂

横
河

東
塔

南
谷

東
塔

天
台
山

山

三
井
寺
)

巻
九

(法
勝
寺
)

巻

一
○

(黒
谷
)

巻

一
一

(法
勝
寺
)

巻

一
二

(鞍
馬

吉
野

遍
照
寺

天
王
寺

山
)

灌
頂
巻

(寂
光
院

天
台

山

大
原
)

右
の
地
名

・
寺
名
を
概
観
す
る
と

『
古
今
著
聞
集
』
や

『
沙
石
集
』

の
よ
う
に
広
範
囲
で
な
く
、
『
今
昔
物
語
』
や

『
太
平

記
』
の
よ
う
に

や
や
集
中
的
で
あ
る
。
三
塔
の
詳
細
な
寺
坊
名

の
特
色
は
見
あ

た
ら

ず
、
山
と
か
叡
山
と
い
う
い
い
方
が
多
く
て
叡
山

の
社
会
的
な
浸
透
の

実
態
が
し
か
ら
し
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
叡
山
を
語
る
と
き

の
平
家
物
語
の
作
者
が
、
説
話
文
学
と
比
較
し
て
よ
り

一
般
的
と
な
り

大
衆
を
主
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

二
人
物

人
物
に
つ
い
て
も
、
座
主

・
高
僧
な
ど
を
と
く
に
区
別
せ

ず
、
天
台
僧
で
あ
れ
ば
す

べ
て
巻
数
順
に
列
記
す
る
。
た
だ
、
舞
台
と

同
じ
よ
う
に
同

一
巻
の
中
で
重
出
す
る
人
物
名

は
わ
ず
ら
わ
し
い
の
で

省
略
し
た
。

巻

一
(教
侍
和
尚

智
証
大
師

山
門
の
大
衆

浄
憲

西
光

俊
寛

円
応

延
暦
寺
寺
官

山
門
止
綱

仲
胤

し
ら
大
衆
11
官
位
な
き
僧

神
人

宮
仕

専
当

豪
運

座
主

上
綱
)

巻
二

(乗
円
H
無
動
寺

法
師

祐
慶
11
西
塔
の
悪
僧

明
雲
11
座
主

衆
徒

覚
快

行
玄

前

座
主

伝
教
大
師

証
憲

義
真
和
尚

一
行
阿
闇
梨

山
王
大
師

山

法
師

大
衆

公
顕

覚
尋
11
座
主
)

巻
三

(覚
快

円
恵
法
親
王

頼
豪

良
真
大
僧
正

慈
恵
大
師

山
王
大
師
11
伝
教
大
師

浄
憲

明

雲
)
巻
四

(山
門
大
衆

公
顕

三
井
寺
法
師

真
海

慶
秀
阿
闇
梨

源
覚

日
胤

禅
智

義
宝

禅
永

荒
土
佐

伊
賀
公

鬼
佐
渡

荒

太
夫

角
六
郎
坊

嶋
の
阿
闊
梨

筒
井
法
師

卿
阿
闇
梨

光
乗

春
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秀

一
来
法
師

明
秀

尊
月

尊
永

慈
慶

楽
住

玄
永

一
如
房

阿
闇
梨

覚
宋

俊
秀

金
光
院
の
六
天
狗
)

巻
五

(円
恵
法
親
王

浄
妙
明
秀
)
巻
六

(澄
憲
法
印

慈
恵

叡
山
の
学
侶

定
恵
)

巻

七

(山
僧

大
衆

衆
徒

山
王
大
師

伝
教
大
師
)

巻
八

(寂
場
坊

大
衆

円
融
房

山
の
座
主

寺
の
長
吏

明
雲

円
恵
法
親
王
)

巻

一
○

(衆
徒

義
真
)

巻

一
一
(
能
円

仲
快

融
円
)

巻

一

一
一
(弁
慶

寺
法
師

山
法
師

山
僧
)

灌
頂
巻

(寂
昭
)

以
上
の
登
場
人
物
を
い
ち
い
ち
検
討
し
な
い
け
れ
ど
概
観
す
る
と
、

大
衆
と
か
山
門
大
衆
と
い
う
い
い
方
が
し
ば
し
ば
あ
つ
て
、
平
家
物
語

を
さ
さ
え
た
叡
山
の
僧
が
伝
教
大
師

・
智
証
大
師
な
ど
の
座
主
高
僧
か

ら
衆
徒

の
グ
ル
ー
プ
に
移
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
て
、
大
衆
の
活
動
が

活
発
で
あ
る
。
と
く
に
荒
土
佐

・
伊
賀
公

・
鬼
佐
渡
な
ど
の
表
記
は
他

の
作
品
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
成
喜
院

・
律
成
房

・
法
輪

院
に
住
ん

で
い
た
と
い
う
か
ら
、
興
味
を
そ
そ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
来

の
高
僧
と

い
わ
れ
る
人
々
で
は
な
い
け
れ
ど
、
延
暦
寺

・
三
井
寺
の
実

権
を
も
つ
て
い
た
階
層
で
あ
ろ
う
。

三

平
家
物
語
の
叡
山
教
学

平
家
物
語
に
叡
山
仏
教
の
思
想
が
色
濃
く
に
じ
ん
で
い
る
実
態
に
つ

い
て
は
す

で
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に
で
て
い
る

経
典

・
用
語
を
列
記
す
る
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

巻

一

「観
音
火
抗
変
成
地

-歴
却
不
思
議
力
及
ば
ず
」
(法
華
経
)

「百
座
の
仁
王
講
」
「薬
師
講
」
「
問
答
講
」
「
和
光
垂
跡
」
「
万
徳

円
満

の
世
界
」
(摩
詞
止
観
)

巻
二

「
如
意
輪
法
」
「顕
密
兼
学
」
「
大
乗
妙

経
」
「十

二
神
将
」

(延
暦
寺
根
本
中
堂
薬
師
如
来
の
春
属
)
「
一
心
三
観
」
コ
ニ
千

一
乗
」

「
円
宗
の
教
法
」
「鎮
護
国
家
の
道
場
」
(根
本
中
堂
)
「
受
戒
灌
頂
」

「
天
台
の
仏
法
」
「大
小
乗
の
法
門
」
「
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
」

(伝
教
大
師
の
和
歌
)

巻
三

「
天
台

の
仏
法
」
「
一
乗
守
護
」
「
法
華

八
軸
」
(法
華
経
八
巻
)

巻
四

「
円
頓

一
味
の
教
門
」

巻
五

「
法
華
経

一
万
部
転
読
」
「
妙
法
蓮
華
経
」
「
提
婆
品
」

巻
六

「
一
乗
妙
典
」
二

切
経
L
「法
花
経
」
「薬

王
菩
薩
」
「
勇
施

菩
薩
」
「
天
台
の
仏
法
護
持
」
「
敬
礼
慈
恵
大
僧
正
、
天
台
仏
法
擁

護
者
、
示
現
最
初
将
軍
身
、
悪
業
衆
生
同

利

益
」
「
法
花
経

一
万

部
転
読
」

巻
七

「
薬
師
一如
来
」
(根
本
中
堂
本
尊
)
「顕

密

の
宝
輪
」
「
止
観
十

乗
」
「
天
台
仏
法
」
「
円
実
頓
悟
の
教
」
「
王
子
谷
属
」
「
東
西
満
山
」

「
護
法
聖
衆
」
「
十
二
上
願
日
光
医
王
善
逝
」

巻

一
○

「法
花
」

灌
頂
巻

「
天
子
聖
霊
成
等
正
覚
頓
証
菩
提
」
「
一
念
の
窓
の
前
に
は

摂
取

の
光
明
を
期
し
、
十
念
の
柴
の
枢
に
は
聖
衆
の
来
迎
を
こ
そ

待

つ
る
に

…
」

右
の
よ
う
な
次
第
で
、
天
台
教
学
か
ら
浄
土
教
学

へ
の
展
開
を
如
実

平
家
物
語
に
お
け
る
叡
山
仏
教

(
渡

辺
)
 

二
四
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平
家
物
語

に
お
け
る
叡
山
仏
教

(
渡

辺
)
 

二
五
○

に
示
し
た
文
学
と
い
え
る
。
「天
台
仏
法
」
か
ら

「聖
衆

の
来
迎
」

へ

め
用
語
上
の
移
動
を
知
る
と
と
も
に
、
法
華
経
の
一
節
を
引
用
す
る
に

し
て
も
、

そ
の
ま
ま
で
な
く

一
部
を
変
え
て
い
る
。
経
典

の
原
文
を
そ

の
ま
ま
引
用
す
る
こ
巴
を
や
め
て
、
和
文
調
に
し
て
い
る
点
か
ら
も
、

叡
山
の
仏
教
が
仏
教
界
だ
け
で
な
く
、

一
般

へ
は
み
だ
し
て
き
た
こ
と

を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
叡
山
仏
教
が
貴
族
だ
け
の
も
の

で
な
く
、

大
衆
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

四

結

語

以
上
紙
数
の
都
合
で
た
い
へ
ん
ず
さ
ん
な
列
挙
的
な
考
察
に
終
る
け

れ
ど
も
、

中
世
的
人
間
像
と
社
会
像
を
巧
み
に
描
い
た
平
家
物
語
に
お

い
て
叡
山
仏
教
に
か
か
わ
る
人
物
と
風
土
と
教
学
が
、
お
よ
そ
三
八
%

の
密
度
を
も
つ
て
投
影
し
て
い
る
こ
と
を
知
つ
た
が
、
こ
れ
は
か
な
り

大
き
な
領
域
を
占
め
て
い
る
。
平
家
物
語
の
形
成
に
叡
山
仏
教
を
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
平
家
物
語
の
理
解

の
た
め
に
、
天
台

教
学
や
比
叡
山
の
歴
史
を
よ
く
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
四
七
年
度

は
N
H
K

の
大
河
ド
ラ
マ
で

『新

・
平
家
物
語
』
(吉
川
英
治
原
作
)
が

と
り
あ
げ
ら
れ
、
『
平
家
物
語
の
旅
』
な
ど
類
書
が
多
く
発
行

さ
れ
、

平
家
物
語

の
読
者
も
急
増
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
新
し
い
平
家
物

語
の
著
述

に
、
風
土
的
な
解
説
は
多
か
つ
た
け
れ
ど
、
天
台
教
学
や
叡

山
の
思
想
に
及
ん
だ
も
の
は
少
な
か
つ
た
。

そ
こ
で
う
徒
然
草
に
あ
る

「
山
門

の
こ
と
を
ゆ
ゆ
レ
く
書
け
り
」

と
平
家
物
語
を
評
し
た
こ
と
ば
を
ど
う
理
解
す

る
か
の
問
題
を
如
上
の

実
態
調
査
の
形

で
辿
り
な
が
ら
、
比
叡
山
が
中
世
的
世
界

の
縮
図

で
あ

り
、
中
世
的
秩
序
の
確
立
に
貢
献
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思

つ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
目
的
を
完
全
に
果
す
こ
と
は

で
き
な
か
つ
た
が
概
観

的
に
わ
か
つ
た
こ
と
は
叡
山
仏
教
に
お
い
て
、
(
1
)
高
僧
か
ら
大
衆

へ
と

活
動
の
中
心
が
移
り
、
(
2
)
旧
寺
坊
の
登
場
が
減
少
し
て
新
寺
坊
が
あ
ら

わ
れ
、
(
3
)
天
台
浄
土
教

の
理
念
が
大
き
く
浮
か

び
あ
が
つ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
乱
世
に
お
け
る
生
き
甲
斐

が
、
戦
い
と
仏
教
と
恋

と
風
流
に
あ
る
と
先
学
が
平
家
物
語

の
主
題
を
指
摘
し
た
の
に
賛
成
し

な
が
ら
、
そ
の
仏
教
の
中
で
叡
山
が
か
な
り
大
き
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認

で
き
た
。
戦
い
も
恋
も
風
流
も
、
思
想
的
に
み
る
と
浅
い
も

の
で
し
か
な
い
が
、
仏

教
が
暗
く
、
無
常
で
あ
る
と
い
う
現
代
的
抵
抗

は
あ
る
も
の
の
、
叡
山
の
仏
教
が
現
世
利
益
の
薬
師
如
来
を
中
心
に
、

か
な
り
明
る
い
天
台
浄
土
教
を
う
ち
だ
し
て
、
乱
世
を
生
き
ぬ
こ
う
と

志
向
し
た
点
は
高
く
評
価
す

べ
き
で
あ
る
。
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